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域 25 kDa は、分子内シャペロンの機能を有することが明らかになった。 





H539N および Y543G には銅が検出されたが、L540G には検出されなかった。変異体から成
熟体チロシナーゼを調製したところ、F515G では活性を示さなかったのに対して、H539N
と Y543G では活性を示したが、その活性は野生型と比べてそれぞれ約 1/3 および 1/5 に減





























ことに由来する。菌類のチロシナーゼは 80～90 kDa の不活性な前駆体として発現したの












果は、Applied Microbiology and Biotechnology（2013 年 Impact factor：3.811）に受
理され、その際にレヴューアーからも高い評価を受けた。 
よって、本論文は博士（生物資源環境学）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、平成  年  月  日、論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果、
博士（生物資源環境学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。 
 
